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Abstract 

Human languages, which are double-articulated, enable human beings to produce an almost 
unlimited number of morphemes and utterances with a limited number of phonemes and 

morphemes. In most reports of ape language research. It is argued that apes can use double-
articulated language-like systems just as human beings use human languages. It is true that apes 
produce words or utterances using language-like systems they are learning. The words and the 
utterances they produce, however, are limited in number and contents. Thus, the economy of 

language that double articulation plays a crucial part in bringing is not found in the apes' 
language-like systems. In this paper, it is argued that apes use double-articulated systems 

without the benefit of the economy of language. 

 
要 約 

 言語の「経済性」,すなわち,有限数の音素から数十万の形態素を,さらにその形態素からほぼ無
限数の文をつくりだすことが可能なのは、自然言語が「二重」に「分節」されているからである.チン
パンジーを中心にした類人猿に手話や人工言語を習得させるプロジェクトにおいて,この「二重分

節」に言及されることが多い.「二重」に「分節」された手話や人工言語を使って語や文を産出してい
るのだから,類人猿達の「言語」にも経済性がみられる,といった評価が一般的である.しかし,類人猿

達の産山する語や文はタイプの数が限られており,人間のそれとは比較すべくもない.本論では,
「二重分節」という構造を持つシステムの習得が,「経済性」の発現を必ずしも保障しないことを論じ
る. からである.チンパンジーを中心にした類人猿に手■話や八二11言語を習得させるプロジェクト
において,この「二重分節」に言及されることが多い.「二重」に「分節」された手話や八二11言語を使
って語や文を産出しているのだから,類人猿達の「言語」にも経済性がみられる,といった評価が一



般的である.しかし,類人猿・連の産山する語や文はタイプの数が限られておつ,人間のそれとは比.
較すべくもない.本論では,「二重分節」という構造を持つシステムの習得が,「経済性」の発現を必ず

しも保障しないことを論じる. 


